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【発表の概要】 

 公立通信制高校数学科においては，必修科目の単位修得率向上のための研究が喫緊の課題である．

本研究の目的は，公立通信制高校の必修科目「数学Ⅰ」において，加藤ほか（2022）の単位修得率向

上を目指した PSI コースのデザインをもとに，1 年間の実践とその評価を行うことで，単位修得率向上

への有効性と改善点を明らかにすることであった．実践の結果，レポート合格率や試験得点の向上に

有効であることが示唆された．また，単位修得率が過去 3 年間で最も高い値となったことから，本研

究の PSI コースが単位修得率向上に有効である可能性が示唆された．今後の課題は，単位修得率向上

に有効な PSI コースのデザイン原則を提案することである． 

 

【発表の成果】 

 日本科学教育学会の研究会に参加し，ポスター発表を行った．多くの参加者の方からコメントいた

だき，議論を深めることができた．今回の発表内容を発展させ，まとめたものを，2024 年 3 月末に締

切の日本科学教育学会若手特集号に投稿する予定である． 

 

【抄録 URL】 

https://doi.org/10.14935/jsser.38.2_263 
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